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議
院
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員
定
数
の

削
減
に
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対
す
る
意
見
書
案
に
つ
い
て

可
否
同
数
の
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り

　表紙写真は、「米原市総合計
画タウンミーティング」の写真
です。
　「総合計画」は、市が策定する
計画の中で最上位に位置付け
られる、将来のまちづくりの指
針となる重要な計画です。
　９年度からの第３次米原市
総合計画の策定に向け、市民ア
ンケートの実施やワークショッ
プ、審議会などを実施してきま
した。
　今回のタウンミーティング
では、「米原の未来」について、
市民をはじめ、米原のこれから
について興味がある多くの方
に参加いただき、語り合いまし
た。
　議会としても、市民一人一人
の声に謙虚に耳を傾け、より良
い市政を実現できるよう、研さ
んしていきます。

今号の表紙写真
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“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　代表質問＆一般質問

録
画
配
信

代
表
質
問

　
　
①
～
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一
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質
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～
⑦

一
般
質
問

　
　
⑧
～
⑪
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民
生
委
員
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員
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費
の

　
　
　
　
　
　
適
正
運
用
と
支
援
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
𦚰
正
孝

近
江
・
伊
吹
市
民
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セ
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市
道
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線
と
周
辺
道
路
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
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正
明

手
話
の
取
り
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と
今
後
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市
長
の
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本
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予
算
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テ
ム
創
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
泰
裕

障
が
い
福
祉
政
策
の
現
状
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２
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３
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過
去
最
大
の
予
算
規
模

大
型
事
業
費
を
含
め
た
８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

　
　
総
額
約
２
５
３
億
円（
前
年
度
比
約
11
億
円
増
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

約
34
億
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

約
44
億
円

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

約
６
億
８
千
万
円

水
道
事
業
会
計
当
初
予
算

約
14
億
円

下
水
道
事
業
会
計
当
初
予
算

約
40
億
円

ハ
ザ
ー
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３
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コ
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運
行
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助
金

７
０
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害
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祉
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ビ
ス
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ど
の
利
用
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伴
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経
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１
億
１
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０
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万
円

防
災
対
策
備
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購
入
に
か
か
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経
費

２
４
０
０
万
円

生
活
保
護
費
の
追
加
給
付
に
伴
う
経
費

１
７
６
７
万
円

非
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補
償
お
よ
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扶
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に
係
る

　
　
　
　

補
償
基
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額
を
加
算
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

詳細は、P12～15へ

（上下水道会計は、収益的支出と資本的支出の合計額）

年間予算（当初予算）を審議

　　議会が　　  した主な補正予算　　議会が
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議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派
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川
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藤
本

振
角

細
野

議案第１０号　令和８年
度米原市国民健康保険事
業特別会計予算

予
算
決
算

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第１２号　令和８年
度米原市後期高齢者医療
事業特別会計予算

予
算
決
算

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ × × ○ ○ ○ ○

第１回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・同意とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

●賛否が分かれた案件
　※賛成者は「○」反対者は「×」議長は採決に加わりません。※意見書第１号は、可否同数となり議長裁決により可決されました。

　　番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
同意第　１号　米原市固定資産評価審査委員会委員の選任について
同意第　２号　米原市固定資産評価審査委員会委員の選任について
同意第　３号　米原市教育委員会委員の任命について
議案第　５号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第10号）
議案第　６号　令和７年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案第　７号　令和７年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
議案第　８号　令和７年度米原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
議案第　９号　令和８年度米原市一般会計予算
議案第１１号　令和８年度米原市介護保険事業特別会計予算
議案第１３号　令和８年度米原市水道事業会計予算
議案第１４号　令和８年度米原市下水道事業会計予算

【予算決算】

議案第１５号　�米原市乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて

議案第１６号　米原市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
【民生教】

議案第１７号　米原市付属機関設置条例の一部を改正する条例について
議案第１８号　米原市公益的法人への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例について
議案第１９号　�米原市職員の給与に関する条例および米原市会計年度任用職員の給与および費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について

【総産建】

議案第２０号　�米原市地域包括医療福祉センター条例および米原市地域包括ケアセンターいぶき
条例の一部を改正する条例について

議案第２２号　�米原市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

【民生教】

議案第２４号　米原市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について
議案第２５号　米原市学びあいステーション条例の一部を改正する条例について
議案第２６号　財産の譲渡について（旧息郷地域総合センター三吉会館）
議案第２７号　財産の貸付けについて（旧息郷地域総合センター三吉会館）
議案第２８号　権利の放棄について
議案第２９号　米原市都市計画マスタープランの改定について

【総産建】

発議第　１号　米原市議会委員会条例の一部を改正する条例について
報告第　１号　�専決処分の報告について
議案第３０号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第11号） 【予算決算】
議案第３３号　米原市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 【総産建】
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　１月31日に令和８年第１回臨時会が、一般会計補正予算や学校施設の
工事請負契約の変更などを審議するために緊急に開催されました。採決
の結果は次のとおりです。

　　議会が　  した主な補正予算　　

近江鉄道線輸送安全確保事業費補助金 １，１６６万５千円
市道藤川相撲庭線舗装修繕 ３千万円
鳥獣対策マスタープラン推進事業 約１８９万円
除雪車購入費用 １, ２００万円

1月臨時会

国
補
正
予
算
に
よ
る

事
業
前
倒
し
の
経
費

議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

須
藤

山
口

山
本
泰

鹿
取

矢
野

鍔
田

川
北

川
部

山
本
克

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

川
嶋

藤
本

振
角

細
野

議案第２１号　米原市介
護保険条例の一部を改正
する条例について

民
生
教

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第２３号　米原市天
狗の丘条例の一部を改正
する条例について

民
生
教

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ × × ○ ○ ○ ○

意見書第１号　多様な民
意を切り捨てる衆議院議
員の定数削減に反対する
意見書案

総
産
建

２ × × × × × × ○ 欠
席

議
長
裁
決

○ ○ ○ × ○ ○ ○

請願第　１号　（仮称）治
安維持法犠牲者国家賠償
法の制定を国に求める意
見書の採択を求める請願

総
産
建

２ × × × × × × × 欠
席 × ○ ○ × × ○ ×

議案第３１号　令和８年
度米原市一般会計補正予
算（第１号）

予
算
決
算

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第３２号　米原市国
民健康保険税条例の一部
を改正する条例について

民
生
教

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ × × ○ ○ ○ ○

件名 付託先 議決結果
承認第１号　専決処分の承認を求めることについて（令和７年度
米原市一般会計補正予算（第８号））
議案第１号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第９号） 予算・決算常任委員会 総員賛成で可決
議案第２号　令和７年度米原市水道事業会計補正予算（第３号） 予算・決算常任委員会 総員賛成で可決
議案第３号　工事請負契約の変更について（坂田小学校長寿命化
改良建築工事） 民生教育常任委員会 総員賛成で可決

議案第４号　工事請負契約の変更について（坂田小学校長寿命化
改良電気設備工事） 民生教育常任委員会 総員賛成で可決
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3. 本会議の討論

８
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
特
別
会
計
の
予
算
を
賛
成
多
数
で

８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
特
別
会
計
の
予
算
を
賛
成
多
数
で

クロ討クロ討
１１

クロ討クロ討
２２

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

○議案第10号　令和８年度米原市国民健康保険事業特別会計予算
　８年度の１人当たり国保税額について、前年度比5.9％増とするなどの内容を含む国民健康保険事
業特別会計の予算。

議案第10号を原案のとおり可決することについて
賛成12人 × 反対２人　賛成多数で可決� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

予算・決算常任委員会で議案第10号を原案のとおり可決することについて
賛成12人　×　反対１人　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP4

　今回の予算は移行経過期間として11年度からの県内保険税（料）の統一化のために県が
示す標準保険料に合わせるための予算となっている。米原市は国保基金を活用して標準保
険料を引き下げ、5.9％増にとどめるとしている。10年度以降は基金もなく、県の示す統一
保険料となる。しかし、県の保険料統一化は法的な根拠はなく、今実施しているのは大阪府
と奈良県だけだ。保険税（料）の県内統一化の大きな問題は、市町村ごとの医療費水準の差が
保険税に反映されない問題だ。また今回の保険税の引き上げには、「子ども・子育て支援金」
が含まれており、支援金は税で賄うべきである。よって国保税の引き上げを行う国保特別会
計予算に反対する。

議案第10号に対する討論　 反 対
藤
田
　
正
雄
　
議
員

3. 本会議の討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

○議案第12号　令和８年度米原市後期高齢者医療事業特別会計予算
　保険料率の改定および子ども・子育て支援金制度を導入するなどの内容を含む後期高齢者医療事
業特別会計の予算。

議案第12号を原案のとおり可決することについて
賛成12人 × 反対２人　賛成多数で可決� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

予算・決算常任委員会で議案第12号を原案のとおり可決することについて
賛成12人　×　反対１人　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP4

　今回の予算は２年ごとの改定となっており令和８年、９年の保険料に基づく予算だ。予
算では、７年度から18.8％の大幅な引き上げの予算となっている。また保険料は年金から
天引き徴収となっており、いや応なしに徴収される。この中には、子ども・子育て支援金も
含まれている。医療保険から異質な制度は、税で賄うべき性質のものを医療保険から徴収す
ることは許されないと考える。今回の異常な引き上げを抑制するために、財政安定化基金を
作ってきた。基金の活用はもとより国の支援が今こそ必要だ。全国市長会では１兆円を入
れることを提案している。国は真剣にこの制度を守る施策を努力すべきであることを強く
訴え反対討論とする。

議案第12号に対する討論　 反 対
藤
田
　
正
雄
　
議
員
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クロ討クロ討
３３

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第21号　米原市介護保険条例の一部を
� 改正する条例について
　７年度税制改正により、介護保険料の標準段階が変わる可能性がある一部被保険
者について、７年度税制改正前と同様の判定になるよう、８年度介護保険料率の算
定方法の特例を規定する。

議案第21号を原案のとおり可決することについて

賛成12人　×　反対２人　賛成多数で可決
� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

民生教育常任委員会で議案第21号を原案のとおり可決することについて

賛成６人　×　反対１人　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP5

　介護保険料は、高齢者の暮らし
に関わるものである。今回は、生
活実態が変わらないにもかかわ
らず、税制上の見直しによって保
険料段階の判定がずれ、負担が変
わる恐れがあった。
　そのため、８年度に限り、従前
に近い判定となるよう特例を設
ける今回の改正は、被保険者の負
担変動を防ぎ、保険料収入の想定
外の変動を避けるためにも、妥当
な対応であると考える。
　また、本議案は、介護保険制度
を大きく変えるものではなく、税
制改正に伴う影響に対応するた
めの必要な措置である。制度へ
の信頼を保つ上でも、こうした整
理は重要だ。
　その一方、国の制度改正が分か
りにくさを生じさせないよう、今
後は整合的な制度設計を求めて
いく必要がある。

　議案第21号は、国の７年度税
制改正により年収190万円以下
の低所得給与所得者の住民税・
所得税負担が軽減されるにもか
かわらず、その恩恵を介護保険
料の計算に反映させない「特例措
置」を採用するものである。こ
の特例の採用は各自治体の判断
に委ねられており、米原市は自
ら市民が受けられるはずの軽減
メリットを介護保険料で相殺す
る道を選んでいる。例えば年収
105万円のパート女性は毎月
800 〜 1,500円程度の軽減が
受けられなくなる。介護保険事
業基金を活用すれば対応可能で
あり、高齢化率の高い米原市こ
そ、国の税制改正の恩恵を素直に
市民に届けるべきである。市民
の生活を守る立場から、本改正に
強く反対する。

議案第21号に対する討論

賛 成 反 対
振角　大祐　議員 山𦚰　正孝　議員

討
論
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3. 本会議の討論
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クロ討クロ討
４４

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

○議案第23号　米原市天狗の丘条例の一部を改正する条例について
　今後の天狗の丘の利活用について、政策推進部で総合的な検討を進めるため、利用許可などの権限
を教育委員会から市長部局へ移管する。

議案第23号を原案のとおり可決することについて
賛成12人 × 反対２人　賛成多数で可決� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

民生教育常任委員会で議案第23号を原案のとおり可決することについて
賛成５人　×　反対２人　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP5

　議案第23号（米原市天狗の丘条例の一部改正）に反対する。本議案は、天狗の丘の管理権
限を教育委員会から市長部局へ移管するものである。同施設は設置以来、地域の子どもたち
にとってかけがえのない遊び場・憩いの場として親しまれ、教育委員会の下で子ども優先の
公共空間として守られてきた。しかし、①子どもの健全育成の視点が後退し効率化・多目的
利用へ重点が移る恐れ、②旧山東幼稚園跡地への民間活力導入と連動しているとの市民の不
安・疑念、③十分な情報公開・市民参加のないまま拙速に進められている点―以上３点から、
将来的に公共性が損なわれる恐れがあるとして、本議案に反対する。

議案第23号に対する討論　 反 対
山
𦚰
　
正
孝
　
議
員

本定例会で可決された意見書案

意見書第１号
　多様な民意を切り捨てる衆議院議員の定数削減に反対する意見書案
　自由民主党と日本維新の会は、昨年の政権合意の中で現在465人いる衆議院議員定数の約１割（小選挙区
25人、比例代表20人）を削減する国会議員定数削減法案を臨時国会で成立させようとした。当該法案は、合
意が得られない場合でも１年後には自動的に定数削減ができるとする内容であった。
　しかし多くの批判のなかで法案は審議されず廃案となっており、通常国会で審議することとされている。
　今回、突然の衆議院解散に伴う総選挙にもみられるように、小選挙区制度では、１つの選挙区からは議員が
1人しか選ばれないことから、小選挙区制度中心の現在の制度では大政党に有利であり、多数の「死票」を生み
出す結果となっている。
　一方、比例代表制度は、得票数に応じて議席を配分することで、多様な民意をより正確に反映する仕組みに
なっている。
　今回の定数削減は、多様な民意を議席に反映させることをさらに困難なものとし、少数意見や少数政党の切り
捨てにつながり、結果、国会の重要な役割である立法府としての権能にも偏りが生じてしまうおそれがある。
　そもそも日本の国会議員定数は100万人当たり5.6人と、国際的に見ても少なく、経済協力開発機構（ＯＥ
ＣＤ）加盟国38力国中、36番目の少なさであり、イギリスと比べると約４分の１の水準となっている。
　議員定数の削減は、民意をさらに届きにくくするものである。
　選挙制度は、国権の最高機関である国会の構成を決める民主主義の基盤である。
　現在、小選挙区制度の問題を中心に選挙制度の見直しも議論されているが、多数派が一方的に決めることは
許されるものではない。
　よって、国会において、多様な民意を切り捨てる衆議院議員定数の削減を行わないよう、強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

衆議院議長、参議院議長へ提出
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クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○意見書第１号　多様な民意を切り捨てる衆議院議員の定
数削減に反対する意見書案
　衆議院議員の定数削減により、多様な民意を議席に反映させることをさらに困難
にし、国会の立法府としての権能に偏りが生じる恐れがある。そのため、衆議院議
員の定数削減に反対する意見書を提出する。

意見書第１号を原案のとおり可決することについて

賛成７人　×　反対７人　可否同数のため
※本会議当日、１人欠席者がありました。� 議長裁決により可決

総務産業建設常任委員会で意見書第１号を原案のとおり可決することについて

賛成３人　×　反対４人　賛成少数で否決

賛成者と反対者の一覧はP5

　意見書第１号「多様な民意を切
り捨てる衆議院議員の定数削減
に反対する意見書案」に賛成す
る。自民党と日本維新の会は、衆
議院定数を465議席から45議席
削減する法案の成立を目指して
いるが、削減されるのは国民の多
様な声が国会に届く回路である。
国会は「国権の最高機関」「全国
民を代表する」と憲法に位置付け
ており、算術的な議席削減で決め
るべきではない。比例の大幅削
減で女性・若者・少数意見の政
治参画がさらに困難になる上、試
算では自民・維新の議席占有率
が80％超となり、戦時中の翼賛
選挙と同水準になるとも指摘さ
れる。真の改革なら議員報酬の
削減を先に行うべきで、地方議会
として明確に反対の意思を示す
ことが重要な責任である。

　国会議員の定数削減は、民意が
届けにくくなるという意見があ
る一方で、議員の歳費や活動経費
の削減により財政負担の軽減に
つながる。また、意見集約が早ま
り、政策実現までのスピードが向
上する。
　本市では、合併当初４万２千人
以上あった人口は、20年が経過
した現在３万７千人を下回って
おり、議員の定数も24人から16
人に削減された。実に３割以上
の定数削減である。
　人口減少は全国的な傾向にあ
り、現在、衆参両議院合わせて
713名の国会議員がいる中、人
口減少に併せ国会議員の定数を
削減する必要があると考える。
　以上の理由により国会議員の
定数削減は「やむを得ない」と考
え、当該意見書案には反対する。

意見書第１号に対する討論

賛 成 反 対
山𦚰　正孝　議員 須藤　正明　議員

討
論
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６６

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○請願第１号　（仮称）治安維持法犠牲者国家賠償法の制定
を国に求める意見書の採択を求める請願
　治安維持法の犠牲者に対する謝罪や賠償などを含む、国家賠償法制定を求め、市
議会で意見書の採択を求める。

請願第１号を原案のとおり採択することについて

賛成３人　×　反対11人　賛成少数で不採択
� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

総務産業建設常任委員会で請願第１号を原案のとおり採択することについて

賛成１人　×　反対６人　賛成少数で不採択

賛成者と反対者の一覧はP5

　請願は戦前の治安維持法の下、
多数の逮捕者や検挙者をつくり、
警察署内での虐殺、また拘置所や
刑務所内での拷問、暴行などでの
獄死者が多数に上っている。請
願の反対理由として「大日本帝国
憲法の下、法的には有効であった
というのが政府の立場であり、賛
成しない」との発言があった。戦
後、治安維持法は政治的自由への
弾圧、人道に反する悪法として廃
止になった。戦後日本はこれら
に対する反省の中で日本国憲法
が制定され、戦争などの被害者
に対する救済制度を作ってきた。
しかし政府は治安維持法犠牲者
に対する救済措置などは行って
いない。多くの国では謝罪と救
済が進んでいる。当時、適法だか
らとの理由で免責することはで
きない。

　治安維持法は国体の変革や私
有財産の否定を目的とした結社
の組織および参加を禁止するこ
とを目的として1925年に制定
された。制定当時からも批判的
な意見があったようだが、大日
本帝国憲法の下、法的には有効で
あったというのが政府の立場の
ため、謝罪や賠償の指摘には当た
らないと思われる。
　ただし、基本的人権や国民主権
を基調とした現行憲法に照らす
と、同法は到底許されるものでは
ないという認識も共有している
ところである。
　なお、治安維持法の内容や適用
された事例を含めて歴史の検証
については専門家の研究、考察に
委ねるべきものだと思われる。
　以上、政府の見解とは相いれな
いため、本意見書の採択を求める
請願に反対する。

請願第１号に対する討論

賛 成 反 対
藤田　正雄　議員 矢野　邦昭　議員

討
論
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クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

○議案第31号　令和８年度米原市一般会計補正予算（第１号）
　平成25年の生活扶助基準改定に関する最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付などを含む、
８年度一般会計の補正予算。

議案第31号を原案のとおり可決することについて
賛成12人 × 反対２人　賛成多数で可決� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

予算・決算常任委員会で議案第31号を原案のとおり可決することについて
賛成11人 × 反対１人　賛成多数で可決� ※委員会当日、１人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP5

　８年度一般会計補正予算の中には、平成25年の生活扶助改定が最高裁で違法とされた
生活保護減額に伴う国の回復措置予算が含まれている。この違法とされた「デフレ調整」は
4.78％とされた。しかし国では再算定を行い、改定率を2.49％として追加給付することに
伴う補正予算である。決して市の責任ではないが、国のこのような最高裁判決を無視する基
準の再算定は許されない。すべての生活保護受給者に違法とされた「デフレ調整（4.78％）」
を支給すべきだ。また今回、訴訟の原告には特別給付金として再改定との差額を支給すると
しており、原告とそれ以外の生活保護利用者に分断を持ち込むものとなっており、そのよう
な内容の補正予算に反対する。

議案第31号に対する討論　 反 対
藤
田
　
正
雄
　
議
員

3. 本会議の討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

○議案第32号　米原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　８年度国民健康保険事業費納付金などが県から示されたため、国民健康保険事業費納付金の納付に
要する費用などに充てるため、国保税率などを改定する。

議案第32号を原案のとおり可決することについて
賛成12人 × 反対２人　賛成多数で可決� ※本会議当日、１人欠席者がありました。

民生教育常任委員会で議案第32号を原案のとおり可決することについて
賛成５人 × 反対１人　賛成多数で可決� ※委員会当日、１人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP5

　県の保険料水準の統一化を前提とした条例改正だ。低所得者が多い国保世帯の中で、保
険料軽減制度が設けられており、米原市の中で軽減世帯が5割を超えている。米原市が独自
で行っている国保子育て世帯応援金は18歳以下の子どもの均等割相当額を支援する制度で
あるため大変重要で、子どもを抱える方に喜ばれている制度だ。地方が国保制度維持のため、
頑張っている中で、国保制度は大きな問題を抱えており、国は公費をしっかりと投入し国民
皆保険の根幹の制度として、守っていくことが必要だ。本年度からは、子ども・子育て支援
金制度が導入され、複雑な税制度となっている。このことから国保税引き上げの条例改正に
反対する。

議案第32号に対する討論　 反 対
藤
田
　
正
雄
　
議
員
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予算・決算常任委員会　審査報告
８年度一般会計・特別会計当初予算、７年度補正予算などを審査

予算・決算常任委員長　　矢野　邦昭

８年度
一般会計
予算額

約２５３.６億円

民生費
８５.５億円

教育費
３６.５億円総務費

２９.３億円

土木費
２８.１億円

公債費
２２.７億円

衛生費
２０.６億円

消防費
１０.２億円

農林水産業費
８.９億円

商工費
２.７億円

議会費
１.８億円

その他
７.３億円

280

260

160

（億円） （年度）
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

180

240

220

200

40

35

0

（億円） （年度）
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

30

20

10

5

25

15

　予算・決算常任委員会では、全体会で議案の
論点整理を行った後、議員が２つの分科会で質
疑・委員間での討議をします。
　再度の全体会で、各分科会長の報告後、委員
間で討議を行った上で、議案ごとに採決をしま
す。
　この結果を最終日の本会議で報告し、多数決
で議案の可否を決定します。

一般会計当初予算額の年度ごとの推移
令和になってから毎年度200億円を超えており、８年度は過去最高の予算規模

財政調整基金残高の年度ごとの推移
財政調整基金（市の貯金）に頼った予算編成が続いている。

※７・８年度は見込み額

議案審査結果について

【全体会での主な論点整理】
○議案第５号　７年度米原市一般会計補正予算
・脱炭素地域推進事業が年度当初の計画から減額変更した理由と要因
○議案第９号　８年度米原市一般会計予算
・�職業体験イベント「アウトオブキッザニアinまいばら」の事業目的、求める効果、次年度以降
の方向性に関する市の考え方

・伊吹山登山道開通再開に向けた今後の見通しと課題

①全体会：論点整理を行いました（２月24日）
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②各分科会で審査を行いました（３月２日～ 13日）

【分科会での主な論点整理】
○議案第５号　７年度米原市一般会計補正予算
・�脱炭素地域推進事業について、事業計画区域の一部が琵琶湖国定公園であったことが判明
したり、太陽光パネル設置予定地の地権者の意向など、事業計画の進捗をただす質疑
○議案第９号　８年度米原市一般会計予算
・�自治会パートナーシップ交付金が廃止され、新たに自治会業務効率化推進事業交付金が創
設される。現行の補助制度の違いと補助金額の妥当性をただす質疑

ポイント①
予算議案の審査では、総務産業建設分科会と民生教育分科会に分かれ、各分科会が担当す
る議案を審査し、議案に対する委員間討議を行います。

ポイント②
委員間討議とは、議案の論点について委員間で討議を行い、議決に至る過程を見える化す
るために行います。

【分科会での主な委員間討議】
○議案第９号　８年度米原市一般会計予算
・�職業体験イベントについて、教育委員会との連携が図れていない。教育委員会とも連携し、
実りある事業とすべきであるという意見

・�伊吹山基本構想では、登山道開通再開の見通しが立っていないことから、今後、県による山
腹水路工事の経過を注視しつつ、事業計画をたてながら、登山道開通に向けた方向性を示す
べきであるという意見

・�保育所運営事業について、民間園と公立園を併せ、持続可能な保育の方針を求めるべきであ
るという意見

・�「小中学校の在り方検討委員会」について、今後の体育館の空調設備工事も本格化する中、市
全体を見通した施設の再編・管理の視点が足りていないのではないかという意見

③全体会：分科会報告・委員間討議後、賛成か反対を決定しました（３月24日）

④本会議：審査結果を報告しました（３月25日）
　なお、同日に追加提出議案があり、全体会を再度開催しました

【全体会での主な委員間討議】
○議案第９号　８年度米原市一般会計予算
・�職業体験イベントは、参加人数が限定されており、市内の子どもたちへの公平な体験機会確
保に問題がある。教育施策との連携や子どもの発達段階に応じた施策の練度に関する問題
点などの懸念も残り、実施後の効果など、各常任委員会への説明を求めるという意見
○議案第14号　８年度米原市下水道事業会計当初予算
・�ウォーターPPP導入事前検討業務は民間業者委託の可能性を探る調査である。導入の方
向性を見出すにあたっては、議会や市民に対し、経過を説明すべきであるという意見
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報告します！問
　
河
川
愛
護
作
業
委
託

料
に
お
い
て
、
予
算
残
が

発
生
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、 

当
該
年
度
に
お
い
て
、

残
予
算
を
活
用
し
て
作
業

を
延
長
す
る
な
ど
の
工
夫

は
で
き
な
い
か
。

答
　
県
の
委
託
料
が
１
０

０
万
円
と
上
限
が
決
ま
っ

て
お
り
、
現
状
で
は
難
し

い
で
す
。
上
限
の
変
更
な

ど
を
県
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
お

い
て
、
１
億
２
千
万
円
の

減
収
と
な
っ
た
が
、
減
収

要
因
と
今
後
の
見
通
し
、

新
規
返
礼
品
の
開
発
の
考

え
は
。

答
　
国
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

規
制
が
９
月
に
導
入
さ
れ

た
影
響
で
、
冬
の
高
額
返

礼
品
を
主
力
と
す
る
本
市

の
寄
付
が
減
少
し
ま
し
た

が
、
今
後
は
宿
泊
施
設
で

の
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と

納
税
の
普
及
な
ど
、
新
た

な
返
礼
品
開
発
に
よ
る
活

性
化
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
市
消
防
団
員
の
装
備

品
で
あ
る
雨
具
や
防
寒
着

の
配
備
、
消
防
車
庫
の
老

朽
化
や
耐
震
性
の
面
に
よ

る
今
後
の
改
築
な
ど
、
更

新
の
見
込
み
は
。

答
　
雨
具
に
つ
い
て
は
、

国
補
助
の
活
用
を
含
め
検

討
し
ま
す
が
、
防
寒
着
に

つ
い
て
は
、
国
の
装
備
基

準
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
補

助
の
活
用
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
全
額
一
般
財
源

の
負
担
と
な
り
、
難
し
い

で
す
。
消
防
車
庫
に
つ
い

て
は
、
長
寿
命
化
や
建
て

替
え
な
ど
を
含
め
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ

ア
in
ま
い
ば
ら
」
の
具
体

的
な
事
業
内
容
は
。
こ
れ

ま
で
職
業
体
験
な
ど
、
教

育
の
一
環
と
し
て
実
践
さ

れ
て
き
た
教
育
部
の
事
業

と
の
関
係
性
は
。

答
　
２
日
間
で
１
２
０
０

人
の
参
加
を
見
込
む
本
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
の
目
標
を
持

て
る
教
育
環
境
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
今
後
は
教

育
部
門
や
近
隣
市
と
の
広

域
連
携
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
運

行
最
適
化
に
係
る
施
策
で�

は
、 

新
た
に 

「
Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
方
式
」
を
採
用

し
、「
車
両
貸
し
切
り
方

式
」
へ
変
更
す
る
と
し
て

い
る
が
、 

こ
れ
に
よ
り
、

乗
合
率
は
ど
の
く
ら
い
改

善
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

答
　
現
在
の
乗
合
率
は
、

１
・
４
程
度
で
す
が
、
２

・
８
か
ら
３
に
改
善
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
自
治
会
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
交
付
金
が
廃
止
さ

れ
、
新
た
に
自
治
会
業
務

効
率
化
推
進
事
業
交
付
金

が
創
設
さ
れ
る
が
、
予
算

額
は
５
９
０
万
円
で
あ
り
、

１
自
治
会
当
た
り
で
は
大

き
な
補
助
額
と
は
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
新
た
な
制
度
で
自
治
会

業
務
の
効
率
化
を
支
援
す

る
と
い
う
目
的
が
達
成
で

き
る
の
か
。

答
　
補
助
金
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
世
帯
割
や
小

規
模
自
治
会
へ
の
加
算
な

ど
を
考
慮
し
、
現
状
の
自

治
会
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

交
付
金
に
よ
る
補
助
と
同

程
度
の
額
に
な
る
よ
う
設

定
し
て
い
ま
す
。

問
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

導
入
事
前
検
討
業
務
は
民

間
業
者
へ
の
事
業
委
託
の

可
能
性
を
探
る
調
査
で
あ

る
。
今
後
の
予
定
は
。

答
　
８
年
度
に
課
題
を
整

理
し
、
導
入
可
能
性
調
査

な
ど
を
経
て
、
メ
リ
ッ
ト

が
確
認
で
き
れ
ば
11
年
度

の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

　
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
は
、
教
育
部
の
意

見
を
聴
い
て
、
学
校
の
職

場
体
験
と
の
目
的
の
違
い

を
整
理
し
た
上
で
、
小
中

学
生
に
と
っ
て
実
り
あ
る

事
業
に
す
る
こ
と
や
、
屋

外
・
現
場
体
験
の
重
要
性

を
踏
ま
え
、
継
続
性
を
検

討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の

提
案
が
あ
っ
た
。

　
伊
吹
山
基
本
構
想
で
は
、

登
山
道
の
再
開
見
通
し
が

立
た
な
い
中
、
８
年
度
の

県
に
よ
る
山
腹
水
路
工
事

の
状
況
を
注
視
し
、
開
通

に
向
け
た
具
体
的
な
計
画

と
方
向
性
を
示
す
こ
と
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
討
論
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見

書
第
1
号
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
賛
成
・
反
対
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
討

論
は
な
く
、 

採
決
の
結
課
、

請
願
第
1
号
は
賛
成
少
数

に
よ
り
不
採
択
、
意
見
書

第
1
号
は
賛
成
少
数
に
よ

り
否
決
、
そ
の
他
の
議
案

に
つ
い
て
は
、
総
員
賛
成

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

河
川
愛
護
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

８
年
度
一
般
会
計
予
算

議
案
５
号　
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

議
案
９
号　
８
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

　
委
　
員	
須
藤 
正
明
、  

川
嶋 

眞
一
、  

山
本 

克
巳
、

	

矢
野 
邦
昭
、  

𠮷
田 

周
一
郎
、  

鍔
田 

明

議
案
第
14
号

８
年
度

下
水
道
事
業
会
計
予
算

委
員
間
討
議
に
お
け
る

論
点
に
つ
い
て

討
論
・
採
決
結
果



市議会だより15

報告します！問
　
委
員
会
協
議
会
の
説

明
と
比
べ
、
弥
高
地
先
の

営
農
型
太
陽
光
発
電
事
業

の
減
額
幅
が
大
き
い
が
、

変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
当
初
は
、
地
質
調
査

や
架
台
設
置
の
工
事
費
を

含
む
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
面

積
が
減
っ
た
部
分
の
工
事

費
な
ど
を
減
額
し
て
い
ま

す
。

問
　
米
原
消
防
署
跡
地
へ

の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
　
米
原
市
で
は
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
53
％
削

減
す
る
目
標
を
持
っ
て
い

ま
す
。
市
役
所
の
施
設
に

お
い
て
も
目
標
に
向
か
い
、

太
陽
光
発
電
を
進
め
て
い

る
状
況
で
す
。

　
当
初
の
計
画
で
は
、
市

役
所
の
本
庁
舎
の
み
で
脱

炭
素
の
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
計
画
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
目
標
を
達
成
で
き

な
い
状
況
で
し
た
。

　
今
回
、
市
の
施
設
で
電

力
使
用
量
が
２
番
目
に
多

い
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
を

需
要
家
に
入
れ
る
計
画
を

し
ま
し
た
。
東
部
給
食
セ

ン
タ
ー
横
に
米
原
消
防
署

跡
地
が
位
置
し
て
お
り
、

有
効
活
用
が
で
き
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
に
は
直
接

施
設
に
電
力
を
送
る
オ
ン

サ
イ
ト
と
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
電
線
を
使
っ
て
送
る
オ

フ
サ
イ
ト
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。

　
場
所
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
オ
ン
サ
イ
ト
と
オ

フ
サ
イ
ト
に
よ
る
費
用
対

効
果
も
考
え
、
計
画
し
ま

し
た
。

問
　
従
来
、
若
者
自
立
ル

ー
ム 

「
あ
お
ぞ
ら
」 

で
ひ

き
こ
も
り
の
対
応
を
し
て

い
た
。
今
回
、「
ひ
き
こ

も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
設
置
に
至
っ
た
経
緯

は
。
従
来
と
の
違
い
は
。

答
　「
あ
お
ぞ
ら
」は
社
会

福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ひ

き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
委
託
予
定
先
で

あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

持
っ
た
職
員
が
お
り
、
対

応
が
強
化
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
従
来
、
子
育
て
支

援
課
と
社
会
福
祉
課
の
２

課
で
ひ
き
こ
も
り
の
支
援

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
国

か
ら
窓
口
を
明
確
化
す
る

よ
う
指
示
が
あ
り
、「
ひ

き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ
る
判

断
に
至
り
ま
し
た
。

問
　
人
材
確
保
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

答
　
委
託
予
定
先
に
は
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ

職
員
が
複
数
人
お
り
、
対

応
で
き
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

問
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
　
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
の
中
で
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
を
し

て
お
り
、
ひ
き
こ
も
り
が

課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　「
ひ
き
こ
も
り
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
相
談
支
援
か

ら
居
場
所
づ
く
り
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
ま
で
、

一
体
的
に
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ

い
て
も
、
細
か
く
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問
　
保
険
給
付
費
が
合
計

で
、
１
億
４
千
万
円
増
え

る
中
で
、
高
額
療
養
費
も

３
７
０
０
万
円
増
え
て
い

る
。
こ
れ
は
、
一
時
的
な

も
の
か
。
本
年
度
特
殊
な

も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
今

後
も
同
様
の
割
合
で
増
え

て
い
く
の
か
。

答
　
医
療
費
の
伸
び
に
つ

い
て
、
医
療
の
高
度
化
や

高
齢
化
を
原
因
と
し
、
毎

年
度
増
え
て
い
ま
す
。

　
標
準
保
険
料
ベ
ー
ス
で

は
３
％
程
度
以
上
増
え
る

状
況
で
す
。

　
本
年
度
、
米
原
市
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
数

が
千
人
ほ
ど
減
っ
て
お
り
、

保
険
給
付
費
の
総
額
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
毎
年
増
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
で
医
療

費
が
１
億
４
千
万
円
上
が

る
見
込
み
で
す
。

　
委
員
間
討
議
で
は
、
給

付
型
奨
学
金
制
度
の
見
直

し
に
対
す
る
意
見
や
、「
小

中
学
校
の
在
り
方
検
討
委

員
会
」
の
進
め
方
に
対
す

る
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
案
件
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
討
論
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

議
案
第
21
号
で
賛
成
・
反

対
の
討
論
が
、 

ま
た
、 

議

案
第
23
号
で
反
対
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
討
論	

は
な
く
、 

採
決
の
結
果
、

議
案
第
21
号
お
よ
び
議
案

第
23
号
は
、 

賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

は
、 

総
員
賛
成
で
、 

可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
事
業

ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

議
案
第
５
号　
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

議
案
第
９
号　
８
年
度
一
般
会
計
予
算

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

　
委
　
員	
川
北 
勝
平
、  

川
部 

亮
、  

山
口 

敬
二
、

	

山
本 
泰
裕
、  

藤
本 

敦
子
、  

山
𦚰 

正
孝

委
員
間
討
議
・
採
決

議
案
第
６
号

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
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問
　
課
題
整
理
や
着
眼
点

に
つ
い
て
問
う
。

答
　
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
６
年

度
決
算
に
お
い
て
、
91
・

９
％
と
な
り
、
極
め
て
硬

直
化
し
た
状
態
に
あ
り
ま

す
。
人
件
費
や
扶
助
費
な

ど
義
務
的
経
費
の
増
加
、

物
価
の
高
騰
や
賃
上
げ
な

ど
に
よ
る
事
業
費
の
増
加

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

８
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
財
源
の
確
保

や
歳
出
の
精
査
に
取
り
組

み
、
市
民
が
未
来
に
希
望

が
持
て
る
未
来
創
造
型
と

し
ま
し
た
。

問
　
４
億
８
千
万
円
の
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

た
市
の
考
え
方
は
。

答
　
近
年
の
当
初
予
算
は

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
決
算
段

階
で
は
普
通
交
付
税
の
追

加
な
ど
に
よ
り
基
金
を
取

り
崩
す
こ
と
な
く
財
政
運

営
が
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
基
金
の
適
正
な
運
用

を
行
い
、
持
続
可
能
で
健

全
な
財
政
運
営
の
堅
持
に

万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
土
木
技
術
職
員
の
必

要
人
数
は
。

答
　
令
和
８
年
４
月
現
在

の
土
木
技
術
職
員
は
新
規

採
用
１
人
を
含
め
て
35
人

に
な
る
見
込
み
で
す
。
専

門
性
の
高
い
部
署
に
適
正

配
置
で
き
る
よ
う
に
継
続

的
な
採
用
に
努
め
て
い
ま

す
。
次
年
度
の
採
用
計
画

で
は
、
大
学
卒
業
程
度
の

採
用
に
加
え
、
40
歳
未
満

の
社
会
人
経
験
枠
を
設
け

て
職
員
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問
　
医
療
・
福
祉
・
保
育

な
ど
の
重
点
職
種
に
加
え
、

土
木
技
術
分
野
を
加
え
る

こ
と
に
つ
い
て
。

答
　
制
度
開
始
か
ら
８
年

が
経
過
し
、
運
用
す
る
上

で
見
直
し
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。
成
果
を
検

証
し
た
上
で
、
本
来
の
目

的
や
趣
旨
を
考
慮
し
、
募

集
人
数
や
重
点
職
種
の
設

定
、
さ
ら
に
給
付
者
の
選

定
方
法
な
ど
真
に
奨
学
金

を
必
要
と
し
て
い
る
学
生

へ
の
支
援
制
度
と
な
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
空
調
整
備
費
と
維
持

管
理
費
は
い
く
ら
か
。

答
　
双
葉
総
合
体
育
館
を

除
く
市
内
小
中
学
校
14
校

の
施
設
整
備
に
か
か
る
工

事
費
は
、
約
16
億
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
工
事

価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り

当
初 

（
令
和
６
年
） 

の
見

込
み
よ
り
上
振
れ
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち

約
４
億
円
が
市
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
維
持
管
理
費

は
14
校
で
年
間
約
２
１
０

０
万
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
交
付
税
措
置
が
あ

り
市
の
負
担
は
約
１
７
０

０
万
円
に
な
る
見
込
み
で

す
。

問
　
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
結
果
と
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
。

答
　
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
は

製
造
業
を
主
と
し
た
３
千

社
に
対
し
実
施
し
ま
し
た
。

回
答
率
は
４
・
４
％
と
低

く
、
立
地
意
向
や
関
心
を

示
す
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
、
工
業

的
な
製
造
業
種
に
限
ら
ず
、

農
業
や
商
業
な
ど
の
産
業

に
対
し
て
も
誘
致
の
可
能

性
を
探
り
な
が
ら
、
長
浜

市
と
と
も
に
取
り
組
み
ま

す
。

問
　
計
画
が
立
ち
上
が
っ

て
約
１
年
が
経
過
し
た
が
、

事
業
進し

ん
ち
ょ
く捗

と
見
通
し
に
つ

い
て
。

答
　
本
構
想
は
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
削
減
対
策
と

し
て
期
待
さ
れ
る
水
素
を

燃
料
と
す
る
燃
料
電
池
大

型
自
動
車
に
よ
る
社
会
実

装
を
促
進
す
る
た
め
、
伊

吹
Ｐ
Ａ
隣
接
地
に
水
素
の

製
造
・
供
給
拠
点
を
誘
致

す
る
も
の
で
す
。
事
業
可

能
性
調
査
に
滋
賀
県
と
と

も
に
参
画
し
、
中
断
し
て

い
た
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
実

現
に
向
け
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

問
　
市
内
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
め
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
数
カ
所
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
他
の
ス
ポ

ー
ツ
と
共
用
し
て
お
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
は
必

ず
し
も
適
し
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
施

設
を
再
整
備
す
る
方
法
も

考
慮
し
つ
つ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
で
き
る
だ
け

特
化
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
に
つ
い
て
市
の
考
え

は
。

答
　
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
新
た
な
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

今
あ
る
市
内
の
公
園
や
体

育
施
設
な
ど
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

予
算
編
成
時
の
課
題
と
着

眼
点
に
つ
い
て

会
派
代
表
者
質
問

８
年
度
当
初
予
算
案
お
よ
び

諸
施
策
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て

政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ　

𠮷
田 

周
一
郎 

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
に
つ
い
て

（
仮
称
）
伊
吹
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
お
よ
び
複
合
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
オ
ア
シ
ス
の
モ
デ

ル
立
地
に
つ
い
て

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
に
つ
い
て

長
沢
地
先
の
産
業
用
地

誘
致
に
つ
い
て

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て

土
木
技
術
職
員
の
確
保
に

つ
い
て
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問
　「
災
害
に
強
い
安
全

な
米
原
」
は
反
映
さ
れ
た

の
か
。

答
　
防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
や
、
迅
速
で
的
確
な

対
応
が
で
き
る
体
制
整
備
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
復

興
を
早
め
る
た
め
の
地
域

全
体
で
支
え
合
う
ま
ち
を

実
現
し
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

問
　
霊
仙
山
の
現
状
は
。

答
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害

が
影
響
し
、
裸
地
化
や
の

り
面
崩
壊
な
ど
荒
廃
が
進

行
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
対
策

と
し
て
は
、
滋
賀
県
に
お

い
て
砂
防
事
業
や
治
山
事

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

問
　
要
配
慮
者
の
避
難
支

援
は
。

答
　
個
別
避
難
計
画
を
作

成
し
、 

地
域
の
つ
な
が
り
、

支
え
あ
い
に
よ
る
避
難
支

援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　「
す
べ
て
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
米
原
」

は
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
　
困
難
を
抱
え
る
子
ど

も
・
若
者
や
、
障
が
い
者

へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援

を
は
じ
め
、
教
育
環
境
の

充
実
や
学
校
施
設
の
改
善
、

地
域
医
療
な
ど
、
持
続
可

能
な
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
を
通
じ
て
、
全
て

の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

問
　
障
が
い
者
に
対
す
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
と
は
。

答
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が

変
わ
る
際
に
、
関
係
機
関

で
支
援
方
法
を
共
有
す

る
た
め
、
適
時
引
き
継
ぎ

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
就
学
前
か
ら
社
会

参
加
、
そ
の
後
の
生
活
に

至
る
ま
で
、
き
め
細
や
か

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
学
校
給
食
の
無
償
化

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
学
校
給
食
の
無
償
化

は
、
市
長
公
約
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
学

生
に
つ
い
て
は
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
の
国
の
制
度

に
よ
り
無
償
化
に
す
る
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
　「
住
み
や
す
い
米
原
」

は
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
　
８
年
度
予
算
で
は
、

農
業
者
支
援
や
空
き
家
対

策
、
脱
炭
素
先
行
地
域
づ

く
り
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
加
え
、
伊
吹
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
改
め
て
始
動
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
各
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
と
利
便
性
向
上

は
。

答
　
近
江
長
岡
駅
に
つ
い

て
は
、
列
車
へ
の
乗
降
介

助
を
巡
る
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の

見
解
の
隔
た
り
は
、
依
然

と
し
て
解
消
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

問
　
大
型
遊
具
、
水
遊
び

の
で
き
る
公
園
と
雨
天
や

冬
季
も
遊
べ
る
施
設
の
設

置
は
。

答
　（
仮
称
）磯
公
園
に
は

大
型
の
複
合
遊
具
な
ら
び

に
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
水

が
噴
射
さ
れ
る
遊
び
場
を

設
け
る
計
画
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
全
天
候
型

の
施
設
整
備
も
含
め
て
、

米
原
市
に
ふ
さ
わ
し
い
公

園
や
遊
び
場
の
全
体
像
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

既
に
市
内
に
あ
る
多
様
な

民
間
観
光
施
設
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
具

体
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　「
活
気
あ
ふ
れ
る
米

原
」は
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
　
地
域
の
魅
力
を
多
角

的
に
高
め
、
外
か
ら
人
や

企
業
を
呼
び
込
む
こ
と
や
、

国
内
外
と
の
つ
な
が
り
を

広
げ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
か
つ
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
を
目
指
そ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
。

答
　
協
会
の
意
向
と
し
ま

し
て
は
、
専
用
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を

希
望
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
厳
し
い
財
政

事
情
で
現
在
の
と
こ
ろ
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
あ
る
市
内
の
公
園
や
体

育
施
設
な
ど
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
　「
市
民
と
と
も
に
つ

く
る
米
原
」
は
反
映
さ
れ

た
の
か
。

答
　
多
様
な
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
共
創
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
加
え
、
市
役
所
を

職
員
が
働
き
や
す
い
、
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
と
す

る
こ
と
に
も
注
力
し
、
組

織
の
総
合
力
を
向
上
さ
せ
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い

　
　
　
　
安
全
な
米
原

会
派
代
表
者
質
問

市
長
の
基
本
方
針
は

新
年
度
予
算
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
か

日
本
共
産
党
米
原
市
議
団　

藤
田 

正
雄　
議
員

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

米
原

活
気
あ
ふ
れ
る
米
原

住
み
や
す
い
米
原

す
べ
て
の
人
が

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
米
原
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問

学
校
薬
剤
師
の
役
割

は
。

答
　
学
校
薬
剤
師
は
、
大

学
を
除
く
全
て
の
学
校
に

置
く
も
の
で
、
本
市
で
は
、

湖
北
薬
剤
師
会
か
ら
推
薦

さ
れ
た
薬
剤
師
を
小
中
学

校
15
校
全
て
に
配
置
し
て

い
ま
す
。
学
校
保
健
計
画

な
ど
の
計
画
づ
く
り
、
環

境
衛
生
検
査
な
ど
を
職
務

と
し
、
児
童
生
徒
が
安
全

で
快
適
な
学
校
生
活
を
送

る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
米
原
市
と
長
浜
市
の

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
額
は

県
内
で
最
低
ラ
ン
ク
の
１

校
当
た
り
年
額
６
万
４
千

円
で
、
平
均
は
８
万
２
７

３
７
円
で
あ
る
。
活
動
内

容
が
平
均
と
思
わ
れ
る
中
、

本
市
の
学
校
薬
剤
師
の
報

酬
の
見
直
し
時
期
で
は
な

い
か
。

答
　
学
校
薬
剤
師
が
専
門

性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

専
門
性
を
生
か
し
た
薬
物

乱
用
防
止
教
室
へ
の
参
画

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
坂
田
小
学
校
長
寿
命

化
工
事
の
附
帯
決
議
を
踏

ま
え
、
弁
護
士
な
ど
第
３

者
に
よ
る
建
設
工
事
等
執

行
適
正
化
会
議
を
設
置
さ

れ
て
い
る
点
は
評
価
す
る

が
、
附
帯
決
議
で
指
摘
し

た
核
心
は
、「
必
要
な
人

員
と
専
門
的
な
知
見
を
持

っ
た
人
材
を
適
所
に
配
置

す
べ
き
」
で
、
核
心
の
議

論
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
適
正
化
会
議
の
中
で

は
、
建
築
や
電
気
の
技
術

職
員
に
つ
い
て
の
議
論
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
の
募
集
要

件
の
中
で
、
建
築
士
な
ど

他
の
専
門
技
術
職
も
含
め

た
募
集
で
あ
る
こ
と
の
明

確
化
や
社
会
人
経
験
枠
で

の
採
用
な
ど
、
建
築
士
を

含
め
た
他
の
有
資
格
者
な

ど
の
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

問
　
県
道
能
登
瀬
岩
脇
線
、

息
長
小
学
校
西
に
あ
る
河

川
上
の
歩
道
は
、
リ
バ
テ

ィ
近
江
・
岩
脇
・
箕
浦
・

新
庄
方
面
の
児
童
の
通
学

路
で
、
令
和
６
年
夏
か
ら

通
行
止
め
さ
れ
、
小
さ
な

子
ど
も
に
迂
回
を
強
い
て

お
り
、
一
年
半
た
っ
て
も

見
込
み
が
立
た
な
い
の
は
、

い
か
が
な
も
の
か
。

答
　
当
初
は
部
分
改
修
で

の
対
応
を
考
え
て
い
ま
し

た
が
、詳
細
調
査
の
結
果
、

損
傷
が
激
し
く
大
規
模
改

修
が
必
要
な
状
態
で
あ

り
、
さ
ら
に
水
道
移
設
や

用
水
路
の
切
り
回
し
な
ど
、

高
難
度
の
施
工
計
画
を
立

案
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

設
計
完
了
に
令
和
８
年
末

ま
で
要
す
る
見
込
み
と
聞

い
て
い
ま
す
。

問
　
工
事
完
成
が
10
年
度

以
降
に
な
る
旨
を
保
護
者

に
広
報
さ
れ
る
の
か
。

答
　
県
か
ら
今
後
歩
道
改

修
の
実
施
計
画
が
固
ま
っ

た
段
階
で
、
小
学
校
な
ど

の
関
係
者
と
協
議
し
、
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
多
和
田
か
ら
山
室
へ

越
え
る
千
石
坂
（
県
道
大

鹿
寺
倉
線
）
で
、
急
な
坂

を
４
m
切
り
下
げ
、
坂
の

勾
配
を
緩
く
す
る
工
事
が
、

１
年
以
上
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
が
い
つ
再
開
で
き
る

の
か
。

答
　
用
地
補
償
協
議
の
際

に
、
事
業
と
は
無
関
係
の

個
別
事
情
に
よ
る
問
題
が

発
生
す
る
な
ど
、
県
の
事

業
用
地
の
取
得
交
渉
が
見

通
せ
な
い
状
況
で
す
。
県

と
協
力
し
、
市
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
薬
剤
師
の
職
務
と

　
　
　
報
酬
に
つ
い
て

県
道
工
事
の
早
期
完
成

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

建
設
工
事
の
監
理

　
　
　
体
制
に
つ
い
て

○学校薬剤師の職務と報酬について
○建設工事の監理体制について
○県道工事の早期完成について

息長小学校西県道歩道工事予定箇所

県道大鹿寺倉線（千石坂）

矢野　邦昭　議員
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問

あ
る
民
生
委
員
児
童

委
員
地
区
協
議
会
（
民
児

協
）
の
、
３
年
目
の
宿
泊

を
伴
う
県
外
研
修
は
、
本

当
に
必
要
な
の
か
。
私
は
、

で
き
れ
ば
早
い
時
期
に
、

委
員
の
知
見
や
力
量
を
高

め
る
実
践
的
な
研
修
と
し

て
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
。
宿
泊

を
伴
う
県
外
研
修
の
在
り

方
と
実
施
時
期
に
つ
い
て
、

改
善
を
求
め
る
。

答
　
県
外
研
修
は
、
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
で
研
修

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
学
び
を
実
践
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
開
催

時
期
を
２
年
目
に
実
施
す

る
こ
と
を
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
民
児
協
の
活

動
費
は
現
金
支
給

さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
方
式
に
起
因

す
る
問
題
が
生
じ

て
い
る
。
市
の
認

識
を
２
点
問
う
。

第
１
に
、
活
動
費

が
途
中
で
天
引
き

さ
れ
、
委
員
に
全

額
届
い
て
い
な
い

可
能
性
を
把
握
し

て
い
る
か
。
第
２

に
、
振
込
手
数
料

は
市
が
負
担
す
る
前
提
で
、

市
か
ら
各
委
員
へ
直
接
振

り
込
む
方
式
に
改
正
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

答
　
現
金
給
付
に
お
け
る

個
人
積
立
金
の
徴
収
や
天

引
き
は
把
握
し
て
お
り
、

各
民
児
協
の
会
計
担
当
委

員
が
適
切
に
管
理
し
て
い

ま
す
。
口
座
振
り
込
み
へ

の
変
更
は
、
各
民
児
協
で

賛
同
が
得
ら
れ
れ
ば
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
市
の
担
当
課
を
通
じ

て
４
つ
の
民
児
協
の
会
計

報
告
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、

積
立
天
引
き
の
あ
っ
た
民

児
協
に
特
別
会
計
が
存
在

し
て
い
た
。
こ
の
質
問
は

不
正
の
指
摘
や
個
人
の
責

任
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、

慣
行
が
現
行
基
準
に
照
ら

し
て
適
切
か
を
検
証
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

２
点
伺
う
。
第
１
に
、
こ

の
特
別
会
計
積
立
金
は
、

個
人
積
立
金
と
認
識
し
て

い
る
の
か
、
公
的
会
計
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。
第

２
に
、
個
人
の
積
み
立
て

と
公
金
が
混
在
し
た
現
状

の
会
計
方
式
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
問
題
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
特
別
会
計
は
、
委
員

全
員
の
同
意
の
も
と
積
み

立
て
た
積
立
金
を
会
計
担

当
者
が
管
理
し
、
予
算
・

決
算
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
県
外
研
修
や
懇
親
会
な

ど
の
個
人
負
担
分
を
扱
う

も
の
で
す
が
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
が
混
在
し

て
お
り
、
個
人
積
み
立
て

と
公
金
の
混
同
は
疑
念
を

生
じ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
、
民
児
協
に
改
善
を

促
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
当
該
民
児
協
で
は
、

改
善
に
向
け
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
適

正
な
会
計
運
営
へ
の
移
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答
　
当
該
民
児
協
に
お
い

て
は
、
１
月
お
よ
び
２
月

の
定
例
会
で
議
論
を
進
め

て
い
た
だ
き
、
３
月
の
活

動
費
の
支
給
分
か
ら
、
市

か
ら
全
額
を
委
員
に
支
給

し
、そ
の
後
、個
人
積
立
金

と
し
て
徴
収
す
る
方
法
で

運
用
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問
　
年
間
７
万
５
千
円
は

全
国
的
に
見
て
も
高
額
と

は
言
え
ず
、
物
価
上
昇
を

踏
ま
え
、
適
正
な
会
計
運

営
の
実
現
と
併
せ
、
実
態

調
査
・
近
隣
自
治
体
と
の

比
較
の
上
、
段
階
的
な
増

額
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
増
額
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

口
座
振
り
込
み
で
活
動

費
の
運
用
改
善
を

○民生委員児童委員活動費の適正運用と増額に
ついて

民
生
委
員
活
動
費
の
増

額
を

山𦚰　正孝　議員
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問

近
江
と
伊
吹
の
市
民

自
治
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

新
た
な
場
所
に
「
窓
口
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
対
面
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
性
を
鑑
み
、
こ
れ
ま
で

同
様
「
総
合
窓
口
業
務
」

を
維
持
す
べ
き
と
判
断

し
、
伊
吹
は「
愛
ら
ん
ど
」、

近
江
は
「
近
江
図
書
館
」

に
「
窓
口
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
現
在
の
市
民
自

治
セ
ン
タ
ー
が
担
う
総
合

窓
口
機
能
を
着
実
に
継
承

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
な
く
身
近
な
場
所
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
伊
吹
・
近
江
庁
舎
跡

地
の
進
め
方
、
活
用
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
伊
吹
地
域
か
ら
は
、

昨
年
９
月
に
「
人
口
減
少

社
会
に
立
ち
向
か
う
持
続

可
能
な
伊
吹
地
域
を
実
現

す
る
た
め
の
提
言
書
」
を

い
た
だ
き
、
今
後
、
提
言

の
具
現
化
に
向
け
て
地
域

の
方
々
と
協
働
で
検
討
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
近
江
地
域
か
ら

は
、
地
元
を
中
心
に
ご
要

望
を
受
け
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　
市
は
、
跡
地
の
活
用
は

将
来
に
関
わ
る
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
、
直
面
し
て
い
る

人
口
減
少
や
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
「
地
域
振
興
」

と
「
持
続
可
能
な
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い

う
両
方
の
視
点
を
持
ち
、

市
全
体
と
し
て
価
値
あ
る

活
用
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
市
道
顔
戸
八
田
羽
織

線
の
今
後
の
予
定
、
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
８
年
度
か
ら
９
年
度

に
か
け
て
本
線
の
舗
装
工

事
と
県
道
東
上
坂
近
江
線

の
交
差
点
改
良
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
９
年

秋
の
全
線
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

問
　
工
事
完
了
に
伴
う
新

た
な
課
題
問
題
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て
市
の
見
解
を

伺
う
。

答
　
交
差
点
に
お
け
る
安

全
対
策
が
新
た
な
課
題
問

題
と
考
え
て
お
り
米
原
警

察
署
に
信
号
機
設
置
の
要

望
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
難
し
い
状
況
で

す
。

　
速
度
抑
制
対
策
や
学
校

に
お
け
る
交
通
マ
ナ
ー
向

上
講
習
な
ど
、
で
き
る
限

り
の
対
策
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
警
察
協
議
さ
れ
て
い

る
信
号
機
設
置
以
外
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
伺
う
。

答
　
信
号
機
の
代
替
と
し

て
の
４
方
向
一
時
停
止
は

道
路
の
主
従
が
不
明
確
と

な
り
、
安
全
で
円
滑
な
交

通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と

な
ど
か
ら
、
設
置
が
難
し

い
状
況
で
す
。

　
そ
の
他
の
交
差
点
の
安

全
対
策
と
し
て
、
視
覚
的

に
速
度
抑
制
と
注
意
喚
起

を
す
る
た
め
、
交
差
点
部

の
カ
ラ
ー
舗
装
や
「
交
差

点
注
意
」
な
ど
の
路
面
標

示
と
警
戒
標
識
、
ま
た
意

図
的
に
車
道
幅
を
狭
め
た

狭き
ょ
う
さ
く窄

部
の
設
置
や
速
度
制

限
な
ど
、
地
元
自
治
会
も

含
め
て
警
察
と
歩
行
者
の

安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
対
策
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

新
た
に
設
置
さ
れ
る

﹁
窓
口
セ
ン
タ
ー
﹂
に

つ
い
て

伊
吹
・
近
江
庁
舎
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て

○近江と伊吹の市民自治センター廃止について
問う
○市道顔戸八田羽織線について問う

信
号
機
設
置
以
外
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

須藤　正明　議員

今
後
の
市
道
顔
戸
八
田

羽
織
線
の
計
画
に
つ
い

て新
た
な
課
題
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て

市道顔戸八田羽織線と周辺道路網



こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

市議会だより21

録画配信
はこちら

問

条
例
は
理
念
だ
け
で

な
く
、
施
策
推
進
が
盛
り

込
ま
れ
た
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
条
例

制
定
に
至
っ
た
背
景
は
。

答
　
平
成
26
年
に
市
聴
覚

障
害
者
協
会
会
長
か
ら
手

話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

請
願
が
提
出
さ
れ
、
市
議

会
で
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
、
国
へ
意
見
書
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
が
出
発
点
で

す
。

　
そ
の
後
、
市
民
委
員
会

で
議
論
を
重
ね
、
平
成
30

年
４
月
に
条
例
を
施
行
し

ま
し
た
。

問
　
市
民
へ
の
周
知
と
啓

発
は
ど
の
よ
う
に
行
な
っ

て
き
た
の
か
。

答
　「
ま
い
ば
ら
手
話
フ

ェ
ス
タ
」
の
開
催
や
広
報

ま
い
ば
ら
で
の
特
集
掲
載
、

伊
吹
山
テ
レ
ビ
で
の
市
内

ろ
う
者
出
演
に
よ
る
発
信

な
ど
を
通
じ
、
市
民
へ
周

知
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
共
生
フ
ェ

ス
タ
の
参
加
や
、
９
月
23

日
の
手
話
言
語
の
国
際
デ

ー
に
合
わ
せ
た
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、「
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
手
話
」
の
放
映
な

ど
、
継
続
的
に
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
ろ
う
者
の
窓
口
対
応

と
１
カ
月
の
平
均
利
用
者

は
。

答
　
障
が
い
福
祉
課
に
手

話
技
能
を
持
つ
職
員
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
遠
隔

手
話
通
訳
派
遣
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
窓
口
対
応
２
１

０
件
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応

60
件
で
、
月
平
均
約
10
名

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
　
手
話
通
訳
者
の
確
保

と
育
成
の
取
り
組
み
は
。

答
　
毎
年
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
を
実
施
し
、
同
年

内
に
入
門
・
基
礎
編
を
開

講
す
る
こ
と
で
、
毎
年
修

了
者
を
出
す
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
通
訳
者
養
成
の

た
め
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講

座
も
実
施
し
、
市
登
録
手

話
通
訳
者
13
名
の
う
ち
10

名
が
条
例
制
定
後
の
登
録

で
す
。

問
　
災
害
時
や
避
難
時
の

ろ
う
者
の
情
報
保
障
は
。

答
　
市
聴
覚
障
害
者
協
会

と
連
携
し
、
ろ
う
者
へ
災

害
避
難
時
に
着
用
す
る
ビ

ブ
ス
を
事
前
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
避
難
所
受
付
で
の
筆
談

対
応
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

掲
示
、
手
話
通
訳
者
の
派

遣
な
ど
で
情
報
提
供
を
行

う
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
時
は

協
会
に
参
加
い
た
だ
き
、

反
省
・
改
善
を
重
ね
、
適

切
な
避
難
所
運
営
に
備
え

て
い
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
に
お
け
る

手
話
学
習
の
取
り
組
み
は
。

答
　「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
手
話
体
験
学
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
音

を
使
わ
な
い
意
思
疎
通
の

難
し
さ
を
体
験
し
、
聴
覚

障
害
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。

問
　
手
話
を
学
ぶ
環
境
整

備
は
。

答
　
手
話
通
訳
者
養
成
は

長
期
間
の
研
さ
ん
が
必
要

で
す
。
ま
た
県
の
養
成
講

座
は
遠
方
の
開
催
が
多
い

た
め
、
受
講
し
や
す
い
環

境
整
備
を
県
に
要
望
し
て

い
ま
す
。

問
　
昨
年
６
月
「
手
話
施

策
推
進
法
」
が
制
定
。
同

年
11
月
、
日
本
で
初
め
て

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
。

来
年
、
手
話
言
語
条
例
制

定
10
年
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
展
望
を
問
う
。

答
　
８
年
度
に
施
策
の
現

状
把
握
と
課
題
検
証
を
行

う
予
定
で
す
。
手
話
施
策

推
進
法
の
施
行
を
踏
ま
え
、

手
話
は
言
語
で
あ
り
、
重

要
な
意
思
疎
通
手
段
で
あ

る
こ
と
の
周
知
を
進
め
、

関
係
団
体
の
意
見
を
聴
き
、

今
後
の
具
体
的
な
施
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

﹁
手
話
言
語
条
例
﹂
制

定
か
ら
８
年
間
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て

○手と手をつなぐ 米原市手話言語条例

川北　勝平　議員
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問

令
和
７
年
は
課
題
を

受
け
入
れ
、
対
応
を
積
み

重
ね
る
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、

令
和
８
年
は
「
縮
小
社
会

に
適
応
し
た
豊
か
な
地
域

へ
の
転
換
」
と
踏
み
込
ん

だ
。
何
を
最
も
大
き
く
変

え
た
の
か
。

答
　
社
会
情
勢
の
変
化
や

財
政
状
況
の
厳
し
さ
を
よ

り
認
識
し
、
人
口
減
少
や

資
源
制
約
と
い
う
避
け
ら

れ
な
い
将
来
に
適
応
す
る

た
め
、
行
財
政
構
造
の
転

換
が
必
要
で
あ
る
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
を
受
け
入

れ
る
と
は
何
か
。
緩
和
対

策
も
一
体
で
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　「
人
口
減
少
を
受
け

入
れ
る
」と
は
、「
人
口
減

少
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
地
域
構
造
を
未
来
志
向

で
創
っ
て
い
く
こ
と
」
で

す
。
子
育
て
支
援
や
移
住

定
住
促
進
な
ど
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
施
策
全

般
が
人
口
減
少
対
策
で
す
。

問
　「
縮
充
」の
判
断
基
準

は
何
か
。

答
　
性
急
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
く
、
市
民
と
対
話

を
重
ね
、
現
状
や
将
来
見

通
し
を
示
し
な
が
ら
、
大

切
に
し
た
い
も
の
を
皆
で

見
極
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

問
　
痛
み
を
伴
う
見
直
し

と
は
何
を
想
定
す
る
の
か
。

答
　
事
業
や
施
設
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
縮
小
や

削
減
が
必
要
と
な
る
場
面

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
単

に
減
ら
す
の
で
は
な
く
、

規
模
が
縮
小
し
て
も
機
能

や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上

さ
せ
る
転
換
と
す
る
こ
と

で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
今
回
の
転
換
を
第
３

次
総
合
計
画
へ
ど
う
つ
な

げ
る
の
か
。

答
　
将
来
像
か
ら
逆
算
す

る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
で
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
暮
ら
し
の
質
の
向
上

を
通
じ
て
幸
福
を
追
求
す

る
こ
と
を
重
視
し
、
市
民

と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
基

本
計
画
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

問
　
坂
田
小
学
校
長
寿
命

化
事
業
の
補
正
予
算
増
額

の
課
題
の
本
質
は
何
か
。

な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。

答
　
契
約
約
款
な
ど
に
基

づ
く
事
務
処
理
の
徹
底
不

足
、
組
織
と
し
て
の
判
断

や
進し

ん
ち
ょ
く捗

管
理
な
ど
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
強
化
の
必
要
性
、

設
計
内
容
の
意
思
伝
達
が

十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
が
課
題
と
し
て
、
建
設

工
事
等
執
行
適
正
化
会
議

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
再
発
防
止
策
と
今
後

の
体
制
強
化
は
何
か
。

答
　
書
面
に
よ
る
指
示
の

徹
底
、
早
期
の
組
織
判
断
、

発
注
方
式
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
士

な
ど
有
資
格
者
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
横
断
型
行
政
に
お
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｍ
）
の
重
要

性
の
認
識
は
。

答
　
部
局
を
越
え
た
横
連

携
は
不
可
欠
で
あ
り
、
時

機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
適
切
な
判
断

を
行
い
な
が
ら
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
効
率
的
な
行

政
運
営
に
直
結
す

る
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
求
め
る
Ｐ
Ｍ

人
財
像
と
配
置
の

考
え
方
は
。

答
　
専
門
的
知
識

と
総
合
的
判
断
力

を
有
し
、
利
害
調

整
を
行
い
、
合
意

形
成
を
図
れ
る
調

整
力
、
計
画
力
、
リ
ス
ク

対
応
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
責
任
感
、
倫
理
観
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
能
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
規
模
や
状
況
に

応
じ
最
適
配
置
を
検
討
し

ま
す
。

施
政
方
針
の
変
化

○令和７年と８年の施政方針の変化を問う
○市に必要な専門職人財を問う

川嶋　眞一　議員

取組提案（川嶋眞一議員）

必
要
な
専
門
職
人
財
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問

小
泉
以
北
の
急き

ゅ
う
し
ゅ
ん峻

な

杉
人
工
林
な
ど
、
防
災
上

の
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
を

重
点
化
し
、
県
な
ど
と
連

携
し
た
戦
略
的
な
「
米
原

市
山
林
整
備
計
画
」
を
策

定
す
べ
き
で
は
。

答
　
現
行
の
計
画
を
見
直

し
、
戦
略
的
視
点
を
強
化

し
ま
す
。
人
家
な
ど
に
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
森
林
を
「
山
地
災
害
防

止
機
能
森
林
」
と
位
置
付

け
て
お
り
、
県
へ
の
治
山

事
業
の
働
き
か
け
を
強
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
防
災

対
策
を
進
め
ま
す
。

問
　
市
が
描
く
「
健
全
な

山
の
姿
」
と
、
施
策
へ
の

反
映
は
。

答
　
場
所
ご
と
の
傾
斜
や

性
質
を
見
極
め
、
一
律
の

管
理
で
な
く
土
地
に
最
適

な
手
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　
急
峻
な
場
所
な
ど
は
広

葉
樹
と
の
混
交
林
へ
誘
導

す
る
な
ど
、
気
象
変
化
に

強
く
自
律
的
に
再
生
す
る

森
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
指
定
か
ら
70
年
、
環

境
変
化
が
生
息
地
に
与
え

る
影
響
を
ど
う
捉
え
、
科

学
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

長
期
的
な
保
全
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

答
　
環
境
変
化
は
ホ
タ
ル

や
カ
ワ
ニ
ナ
の
生
育
環
境

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
識

し
て
お
り
、
現
在
は
ホ
タ

ル
の
発
生
数
調
査
や
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
調
査
結
果
を
施
策

に
反
映
す
る
体
制
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
環
境
教
育
や
観
光
振

興
と
の
両
立
、
実
効
性
あ

る
支
援
策
は
。

答
　
市
内
学
校
へ
の
出
前

講
座
な
ど
の
環
境
教
育
を

充
実
さ
せ
、
生
息
環
境
の

保
全
を
最
優
先
に
観
光
誘

客
と
の
共
生
を
目
指
し
ま

す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、

「
郷
土
の
宝
」で
あ
る
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
を
次
世
代
へ
引

き
継
ぐ
責
任
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

問
　「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」は

単
な
る
移
動
手
段
で
は
な

く
、
高
齢
者
の
生
活
維
持

・
医
療
ア
ク
セ
ス
の
保
障

な
ど
福
祉
的
側
面
も
担
っ

て
い
る
。
市
は
、
役
割
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
　
年
間
約
１
割
ず
つ
利

用
者
が
増
え
、
高
齢
者
の

生
活
維
持
に
不
可
欠
な
存

在
で
す
。
お
お
む
ね
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
運
行
が
で
き

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
費

用
抑
制
と
効
率
化
が
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
長
浜
病
院
は
多
く
の

市
民
が
利
用
す
る
基
幹
病

院
だ
が
、
直
通
路
線
が
少

な
く
、
切
り
替
わ
る
際
の

料
金
精
算
も
不
便
だ
。
乗

り
入
れ
の
早
期
実
現
に
向

け
た
、
具
体
的
な
検
討
・

経
緯
は
。

答
　
利
用
者
の
強
い
要
望

を
受
け
、
長
浜
市
の
担
当

部
署
と
意
見
交
換
を
開
始

し
ま
し
た
。
８
年
度
の
新

シ
ス
テ
ム
導
入
に
併
せ
、

円
滑
に
乗
り
入
れ
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
長
浜
市
と

協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

問
　
市
境
を
越
え
る
運
行

に
は
課
題
が
あ
る
。
長
浜

病
院
へ
の
設
置
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
運
用
で
利
便

性
と
持
続
可
能
性
を
両
立

さ
せ
る
の
か
。

答
　
長
浜
市
と
の
協
議
で

は
、
利
用
者
が
多
い
「
市

立
長
浜
病
院
」
と
「
長
浜

赤
十
字
病
院
」
へ
の
停
留

所
設
置
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
既
存
路
線
バ
ス
と
の

競
合
を
避
け
る
た
め
、
限

定
的
な
運
用
を
検
討
し
、

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
対
応
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

将
来
へ
つ
な
ぐ

　
災
害
に
強
く

　
豊
か
な
森
林
づ
く
り

特
別
天
然
記
念
物

　
　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

﹃
ま
い
ち
ゃ
ん
号
﹄

　
　
市
外
乗
り
入
れ

　
　
　
　
長
浜
病
院
へ

○米原市の森林施策について
○特別天然記念物ゲンジボタルの保全について
○「まいちゃん号」の市外運用について

市ホームページより

細野　正行　議員
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問

小
中
学
生
向
け
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
と
、

具
体
的
な
成
果
指
標
・
効

果
検
証
の
方
法
に
つ
い
て

問
う
。

答
　
小
中
学
生
を
対
象
に

「
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ

ア
in
ま
い
ば
ら
」
を
開
催

し
、
地
域
企
業
の
仕
事
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
地
域

産
業
へ
の
理
解
や
地
元
へ

の
愛
着
・
誇
り
を
育
み
、

将
来
的
な
地
元
就
職
や
定

着
と
い
っ
た
中
長
期
的
な

効
果
に
も
結
び
つ
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
目
標
を
掲
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

問
　
既
に
職
場
体
験
の
機

会
が
あ
る
中
で
、
本
事
業

の
位
置
付
け
は
何
か
。
将

来
的
な
地
元
定
着
を
見
据

え
た
対
象
設
定
が
最
も
効

果
的
か
ど
う
か
を
問
う
。

答
　
対
象
は
小
学
校
１
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
と
し
、
仕
事
へ
の
興
味

・
関
心
が
芽
生
え
る
時
期

に
体
験
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
地
元
へ
の
愛
着

や
将
来
的
な
定
住
意
欲
を

育
む
「
種
ま
き
」
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
同
伴
の
参
加
も

想
定
し
、
企
業
の
認
知
度

向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
事
業
を
継
続
す
る
考

え
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

初
年
度
の
設
計
が
重
要
で

あ
る
。
将
来
を
見
据
え
た

継
続
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
を
問
う
。

答
　
よ
り
多
く
の
子
ど
も

に
体
験
機
会
を
提
供
す
る

た
め
継
続
開
催
を
目
指
し

ま
す
。
実
行
委
員
会
形
式

で
外
部
団
体
や
産
業
界
と

連
携
し
、
協
力
を
得
な
が

ら
継
続
実
施
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
ま
す
。

問
　
継
続
開
催
を
目
指
す

と
の
こ
と
だ
が
、
回
数
を

重
ね
る
こ
と
自
体
が
目
的

と
な
っ
て
は
本
来
の
狙
い

と
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

関
心
か
ら
行
動
、
将
来
の

選
択
へ
と
つ
な
が
る
設
計

が
必
要
で
は
な
い
か
。
今

後
の
検
討
に
ど
う
反
映
さ

せ
る
の
か
を
問
う
。

答
　
関
心
か
ら
行
動
や
将

来
の
選
択
へ
つ
な
げ
る
視

点
の
仕
組
み
づ
く
り
は
必

要
で
す
。

　
実
行
委
員
会
形
式
で
企

業
や
地
域
経
済
界
と
連
携

し
、
職
場
見
学
や
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
人
材
確

保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

の
一
環
と
な
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
　
高
校
生
世
代
を
対
象

に
地
域
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
る
こ
と
が
よ
り

効
果
的
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
企
画
段
階
か
ら
高
校

生
や
地
元
企
業
が
関
わ
る

設
計
の
ほ
う
が
実
質
的
な

効
果
が
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
小
中
学
生
中

心
の
現
行
設
計
が
本
当
に

最
適
か
ど
う
か
を
問
う
。

答
　
小
中
学
生
期
に
「
原

体
験
」
を
提
供
し
、
地
元

企
業
の
魅
力
を
知
る
こ
と

で
将
来
的
な
地
元
就
職
や

定
住
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
と
の
接
点
づ
く

り
も
人
材
確
保
の
面
で
効

果
が
期
待
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
企
業
が
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
で
、
企

業
価
値
向
上
や
就
職
支
援

事
業
へ
の
活
用
に
も
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

本
事
業
が
目
指
す
成
果

と
効
果
に
つ
い
て

○職業体験イベントの設計と対象世代の在り方
について

継
続
を
見
据
え
た
設
計

の
方
向
性
に
つ
い
て

対
象
設
定
は
最
適
で

あ
る
の
か

藤本　敦子　議員

将
来
を
見
据
え
た
若
者

に
対
す
る
就
業
環
境
の

啓
発
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問

現
在
の
市
の
子
ど
も

の
出
生
数
を
把
握
し
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

ま
た
、
ど
う
捉
え
、
分
析

さ
れ
て
い
る
か
。
さ
ら
に
、

現
状
を
踏
ま
え
、
米
原
市

と
し
て
今
後
、
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答
　
人
口
減
少
は
、
地
域

の
存
立
に
関
わ
る
ほ
ど
の

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
人
口
推
計
で
は
、

２
０
２
０
年
に
３
万
７
２

２
５
人
で
あ
っ
た
総
人
口

は
、
２
０
４
５
年
に
は
２

万
８
４
８
１
人
へ
と
、
25

年
間
で
約
９
千
人
近
く
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
出
生
数
に
直
結

す
る
「
15
歳
未
満
」
の
年

少
人
口
は
、
同
期
間
で
４

８
１
４
人
か
ら
２
９
８
１

人
へ
と
、
約
４
割
弱
も
減

少
す
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
の
推
計
値
が
現
実
と

な
れ
ば
、
地
域
活
力
の
維

持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
深
刻
な
問
題

で
あ
る
と
重
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
人
口
減
少

の
進
行
を
で
き
る
限
り
緩

や
か
に
す
る
取
り
組
み
に

努
め
つ
つ
も
、
長
期
的
に

は
さ
ら
な
る
人
口
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
現

実
を
受
け
止
め
、
適
応
し

て
い
く
覚
悟
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
、

持
続
可
能
な
行
財
政
構
造

へ
の
転
換
を
着
実
に
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
適
正
化
や
、

既
存
事
業
の
徹
底
的
な
見

直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

問
　
令
和
７
年
４
月
の
集

計
に
よ
る
と
、
市
内
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
数
は
、

１
６
７
人
と
確
認
し
て
い

る
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が

小
学
校
に
入
学
す
る
の
は
、

７
年
後
で
あ
る
。
空
き
教

室
や
有
効
な
ス
ペ
ー
ス
活

用
な
ど
、
入
学
す
る
児
童

数
と
の
関
係
で
、
ど
う
し

て
も
学
校
教
育
環
境
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
７
年

後
に
向
け
、
ど
ん
な
小
学

校
教
育
環
境
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
本
市
の
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
７
年
３
月
31

日
ま
で
の
出
生
数
は
１
６

７
人
で
す
。
本
年
度
の
小

学
校
１
年
生
が
２
９
９
人

で
す
の
で
、
こ
の
６
年
間

で
１
学
年
の
子
ど
も
の
う

ち
約
44
％
に
あ
た
る
１
３

２
人
が
減
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
学
校
別
に
み
て
も
、
市

内
小
学
校
９
校
全
て
で
児

童
数
は
減
少
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
お
り
、
学
級
数

や
教
職
員
定
数
も
減
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が

質
の
高
い
教
育
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
環
境
を
維

持
・
確
保
す
る
こ
と
は
、

市
の
教
育
施
策
に
お
け
る

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
８
年
度
当
初

予
算
に
「
学
校
の
在
り
方

検
討
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
人
件
費
を
計
上
し
、

こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
事
務
局
と
し
て
、
持
続

可
能
な
教
育
環
境
に
つ
い

て
検
討
す
る
「
小
中
学
校

の
在
り
方
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
る
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
議
論
を

重
ね
、
将
来
的
な
教
育
環

境
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

基
本
方
針
を
教
育
委
員
会

に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
方
針

に
従
い
教
育
委
員
会
で
は
、

今
後
の
学
校
の
整
備
計
画

を
立
案
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
現
実
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か

今
年
︑
生
ま
れ
た
子
が

入
学
す
る
と
き
の
小
学

校
環
境
は

○人口減少に伴う小学校教育環境について

鹿取　和幸　議員
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問

市
民
か
ら
「
駐
車
場

が
満
車
で
利
用
で
き
ず
、

事
業
や
会
議
に
遅
れ
る
こ

と
が
あ
る
」
と
い
っ
た
不

満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
利
用
実
態
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
市
役
所
利
用
者
以
外

に
も
、
駅
に
隣
接
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
駅
利
用
者

の
利
用
が
多
い
状
況
で
す
。

市
役
所
で
会
議
な
ど
が
複

数
開
催
の
場
合
は
、
満
車

と
な
り
、
市
役
所
利
用
者

に
不
便
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
土
日
祝
日
は
断

続
的
に
満
車
の
時
間
帯
が

あ
る
状
況
で
す
。

問
　
満
車
で
仕
方
な
く
、

周
辺
の
他
の
駐
車
場
を
利

用
さ
れ
た
場
合
、
金
銭
的

な
補
填
は
す
る
の
か
。

答
　
他
の
駐
車
場
を
利
用

さ
れ
た
場
合
、
金
銭
的
な

補
填
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
月
決
め
の
定
期
契
約

数
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
。

答

31
台
あ
り
ま
す
。

問
　
契
約
の
件
数
や
、
料

金
の
見
直
し
は
す
る
の
か
。

答
　
９
年
度
以
降
に
、
定

期
契
約
の
内
容
な
ど
の
見

直
し
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
市
役
所
を
利
用
し
な

い
一
般
の
方
の
利
用
に
は
、

明
ら
か
に
数
日
間
に
わ
た

る
長
期
の
利
用
を
し
て
い

る
方
が
い
る
。

　
１
日
当
た
り
の
最
大
料

金
の
千
円
は
、
駅
前
に
は

数
少
な
い
屋
根
付
き
、
市

役
所
管
理
の
防
犯
上
の
安

心
感
を
加
味
し
て
も
、
周

辺
駐
車
場
と
の
差
が
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。

　
現
在
の
料
金
設
定
の
妥

当
性
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
は
、
料
金
以
上

の
価
値
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
利
用
料
金

の
値
上
げ
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
運
営
事
業
者
と
協
議
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
金
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お

り
、
市
民
に
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
改
定
を
行
い

ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
時
は
、
市
役

所
南
側
の
敷
地
を
臨
時
駐

車
場
と
し
て
お
借
り
さ
れ

て
き
た
が
、
現
在
は
開
発

工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
広
い
敷
地
を

臨
時
駐
車
場
と
し
て
確
保

す
る
こ
と
は
困
難
と
思
う

が
、打
開
策
は
あ
る
の
か
。

答
　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
規

模
や
目
的
、
参
加
者
の
交

通
手
段
な
ど
か
ら
、
ホ
ー

ル
や
駐
車
場
の
供
給
能
力

を
考
慮
し
、
担
当
課
に
は

本
庁
舎
以
外
で
の
開
催
も

検
討
す
る
よ
う
案
内
し
ま

す
。

問
　
積
雪
時
に
、
屋
上
部

を
利
用
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
が
、
対
応
策
は
あ
る

の
か
。

答
　
融
雪
設
備
が
な
く
、

安
全
上
屋
上
部
を
閉
鎖
し

て
い
ま
す
。

　
立
体
駐
車
場
は
高
さ
制

限
が
あ
り
、
除
雪
車
な
ど

の
重
機
に
よ
る
除
雪
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
小
型
の

除
雪
機
を
使
用
し
て
駐
車

場
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
臨
時
の
場
合
と
、
積

雪
時
を
含
め
て
、
将
来
的

に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る

駐
車
場
の
確
保
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は

ど
う
か
。

答
　
現
状
、
市
役
所
利
用

者
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
に
は
、
料
金
を
値
上
げ

し
て
駅
利
用
者
の
駐
車
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
周
辺

駐
車
場
と
の
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

駐
車
場
の
利
用
実
態
に

つ
い
て

他
駐
車
場
利
用
時
の
金

銭
的
な
補
填
に
つ
い
て

○市役所本庁舎の駐車場運営について問う

満車時の様子

駐車場の料金表

川部　亮　議員

定
期
契
約
に
つ
い
て

一
般
の
利
用
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
時
の
臨
時
駐

車
場
の
確
保
に
つ
い
て

積
雪
時
の
対
応
に
つ
い

て

将
来
的
な
駐
車
場
の
確

保
に
つ
い
て
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問

グ
ラ
フ
の
通
り
、
本

市
の
子
ど
も
の
人
口
は
、

特
に
直
近
５
年
の
減
少
が

激
し
く
、
現
在
非
常
に
危

機
的
状
況
で
あ
る
。
第
３

次
米
原
市
総
合
計
画
の
基

本
構
想
に
お
い
て
、
小
学

校
区
別
の
人
口
分
析
を
ど

う
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

こ
の
危
機
的
状
況
に
つ
い

て
の
構
想
を
問
う
。

答
　
小
学
校
区
を
単
位
と

し
た
２
０
４
５
年
ま
で
の

将
来
人
口
予
測
お
よ
び
年

齢
３
区
分
別
の
詳
細
推
計

を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
基
本
計
画
や
分
野
別

計
画
の
中
で
、
具
体
的
か

つ
機
動
的
な
施
策
を
定
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
あ
と
５
~
10
年
で
7

つ
の
小
学
校
区
で
0
歳
児

の
数
が
ゼ
ロ
に
な
る
可
能

性
が
高
い
。
推
計
で
な
く

最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
り
現

状
を
正
確
に
把
握
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
地

域
」
に
つ
い
て
触
れ
な
い

基
本
構
想
の
ま
ま
で
、
次

の
基
本
計
画
な
ど
に
地
域

課
題
が
反
映
で
き
る
か
。

答
　
２
０
２
５
年
国
勢
調

査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
次

第
最
新
デ
ー
タ
を
反
映
し

ま
す
。
地
域
課
題
の
解
決

策
は
、
基
本
計
画
な
ど
で

具
体
的
に
盛
り
込
み
ま
す
。

問
　
子
ど
も
の
人
口
を
増

や
す
た
め
に
は
、
小
中
学

校
の
教
育
を
本
市
独
自
の

特
色
あ
る
も
の
に
し
、
移

住
定
住
を
促
進
す
る
こ
と

が
一
番
の
近
道
と
考
え
る
。

柏
原
中
学
校
で
実
践
さ
れ

て
い
る
自
由
進
度
学
習
の

市
内
中
学
校
へ
の
導
入
に

つ
い
て
問
う
。

答
　
市
内
中
学
校
へ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

柏
原
中
学
校
で
の
実
践
状

況
、
成
果
と
課
題
を
吟
味

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
自
由
進
度
学
習
を
導

入
し
、
授
業
時
間
を
短
縮

で
き
れ
ば
、
平
日
の
部
活

動
で
も
バ
ス
で
市
内
中
学

校
を
移
動
す
る
新
た
な
仕

組
み
作
り
が
で
き
、
部
活

動
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
で
き
る
が
ど
う
か
。

答
　
米
原
市
部
活
動
地
域

移
行
検
討
委
員
会
か
ら
の

答
申
書
を
基
に
、
今
回
の

提
案
も
参
考
と
し
な
が
ら
、

本
市
の
実
態
に
応
じ
た
持

続
可
能
な
活
動
環
境
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

問
　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

は
オ
ラ
ン
ダ
で
広
ま
っ
た
、

自
律
と
共
生
を
学
ぶ
教
育

の
仕
組
み
で
あ
る
。
公
立

小
学
校
で
初
導
入
さ
れ
た

福
山
市
立
常
石
と
も
に
学

園
で
２
０
１
９
年
の
児
童

数
は
65
名
だ
っ
た
が
、
教

育
移
住
が
増
え
、
現
在
は

１
６
９
名
に
な
っ
て
い
る
。

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
の
市
内
小

学
校
へ
の
導
入
に
つ
い
て

問
う
。

答
　
教
育
実
践
の
考
え
方

や
方
法
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
規
模
や
子
ど
も
の
実

態
、
教
職
員
が
大
切
に
す

る
教
育
観
な
ど
も
踏
ま
え
、

十
分
に
吟
味
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
米
原
市
独
自
の
教
育

シ
ス
テ
ム
を
含
む
総
合
的

な
移
住
・
定
住
施
策
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
提
案
の
教
育
面
を
含

め
、
各
部
署
が
取
り
組
む

移
住
関
連
事
業
な
ど
の
情

報
を
庁
内
で
共
有
し
、
総

合
的
な
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
の

人
口
推
移
分
析

中
学
校
の
自
由

進
度
学
習
導
入

中
学
校
の
部
活

動
の
在
り
方

小
学
校
の
イ
エ

ナ
プ
ラ
ン
教
育

教
育
と
総
合
的

移
住
定
住
施
策

○子どもの人口減少と
　　新たな教育システム創りについて

山本　泰裕　議員
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問

従
来
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
は
重
度
障
が
い
の

あ
る
方
や
強
度
行
動
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
が

難
し
い
と
の
指
摘
が
あ
る

が
、
市
の
対
応
は
。

答
　
本
市
の
第
４
期
障
が

い
者
計
画
で
は
、
重
点
施

策
の
一
つ
と
し
て
障
が
い

の
あ
る
方
で
あ
っ
て
も
地

域
に
お
い
て
自
立
し
た
生

活
が
営
め
る
よ
う
、
介
護

の
状
況
や
個
々
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
本
市
と
長

浜
市
の
２
市
で
構
成
す
る

湖
北
福
祉
圏
域
で
は
、
重

度
の
心
身
障
が
い
の
あ
る

方
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

長
年
未
整
備
で
し
た
が
、

令
和
８
年
４
月
に
米
原
市

三
吉
地
先
で
重
症
心
身
障

が
い
者
な
ど
に
対
応
す
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
所

が
決
定
し
ま
し
た
。

問
　
家
族
に
よ
る
在
宅
支

援
の
限
界
な
ど
が
あ
る
中

で
の
市
の
支
援
策
は
。

答
　
強
度
行
動
障
が
い
が

あ
る
方
へ
の
在
宅
生
活
の

支
援
を
図
る
た
め
、
市
の

単
独
事
業
と
し
て
、
強
度

行
動
障
が
い
者
通
所
特
別

支
援
事
業
補
助
制
度
を
創

設
、
強
度
行
動
障
が
い
が

あ
る
方
の
支
援
を
行
う
通

所
事
業
所
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
に
対
し
て
、

生
活
支
援
員
な
ど
の
加
配

を
行
う
な
ど
、
適
切
な
指

導
・
訓
練
な
ど
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
65
歳
に
な
る

と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
さ
れ
る
が
、
移
行
時

の
連
携
に
つ
い
て
。

答
　
障
が
い
福
祉
制
度
と

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
機
能
面
か
ら
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

類
似
す
る
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
場
合
に
は
、

原
則
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
優
先
さ
れ
ま
す
。
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
が
要
介
護
認
定
を
受
け

ら
れ
た
と
し
て
も
、
一
律

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

優
先
的
に
利
用
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
個
別
の
状
況

に
応
じ
必
要
な
支
援
を
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

適
切
に
提
供
で
き
る
か
を

関
係
担
当
者
間
で
連
携
し

た
上
で
、
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

問
　
障
が
い
者
雇
用
の
支

援
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
障
が
い
の
あ
る
方
の

就
労
場
所
に
つ
い
て
は
、

一
般
企
業
の
ほ
か
に
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
、
Ｂ
型

と
呼
ば
れ
る
事
業
所
な
ど

が
あ
り
、
お
の
お
の
の
障

が
い
の
状
況
に
応
じ
た
生

産
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
労
に
必
要

な
知
識
お
よ
び
能
力
の
向

上
の
た
め
に
、
必
要
な
訓

練
を
行
う
自
立
訓
練
サ
ー

ビ
ス
、
就
労
移
行
支
援
事

業
な
ど
が
あ
り
、
就
労
支

援
事
業
所
が
行
う
就
労
ア

セ
ス
メ
ン
ト
振
り
返
り
会

議
や
就
労
定
着
支
援
事
業

ケ
ー
ス
会
議
に
は
市
職
員

も
出
席
し
、
障
が
い
者
へ

の
支
援
状
況
や
現
状
の
把

握
に
努
め
、
必
要
な
助
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
充
実
に
つ
い
て

○米原市における障がい福祉政策について

山口　敬二　議員

強
度
行
動
障
が
い
者
な

ど
へ
の
支
援
の
充
実
に

つ
い
て

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

と
の
連
携
に
つ
い
て

障
が
い
者
就
労
支
援
の

現
状
に
つ
い
て
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今
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
の
は
、
新
緑
が
鮮
や
か
に

初
夏
の
訪
れ
を
彩
る
季
節
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
に
と
っ
て
は
、

新
た
な
発
見
を
求
め
て
、出
か
け
て
み
た
く
な
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
市
内
各
地
で
は
、
多
様
で
豊
か
な
伝
統
行
事
や
祭
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
数
年
前
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
期
間
を
乗
り
越
え
、
各
地
域
の
誇
り
と
し
て
再
び
動
き

始
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
改
め
て
大
き
な
活
力
と
希
望
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
近
年
で
は
価
値
観
の
多
様
化
も
あ
り
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

の
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り

を
構
築
す
る
上
で
、
お
祭
り
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

　
お
祭
り
は
地
域
の
特
色
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
米
原
の
味
わ
い
深
い

魅
力
を
よ
り
鮮
明
に
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
の
、

「
ま
だ
知
ら
な
い
米
原
の
魅
力
」と
の
出
会
い
を
求
め
て
、
各
地
の
お
祭

り
に
出
か
け
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
川
部
　
亮
）

委　員　長　振角　大祐
副委員長　川部　亮
委　　員　川北　勝平
委　　員　須藤　正明
委　　員　山本　泰裕
委　　員　山𦚰　正孝

編
集
後
記

次回  令和８年第２回（６月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、
閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

4
開会
予算・決算
委員会

5 6

7 8
一般質問

9
一般質問

10
民生教育委
員会・予算
決算分科会

11
民生教育委
員会・予算
決算分科会

12 13

14 15
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

16
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

17 18 19 20

21 22 23 24
予算・決算
委員会

25
議会運営
委員会

26
閉会日

議会の動き
１月

9日　議会だより編集委員会
14日　委員会協議会（2常任委員会）
15日　議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会
16日　長浜・米原市議会連絡協議会　議員合同研修
27日　議会運営委員会、米原市議会議員研修
29日　第1回臨時会【本会議】
　　議員全員協議会
　　予算・決算常任委員会（全体会）、民生教育常任委員会
　　議会デジタル化広聴推進委員会

30日　県市議会議長会　第３回議長会議

２月
2日　滋賀県市町村職員退職手当組合議会　定例会
3日　湖北地域消防組合議会　定例会
　　湖北広域行政事務センター議会　定例会
　　長浜水道企業団議会　定例会
4日　委員会協議会（2常任委員会）
5日　行政視察受入（新潟県南魚沼市）
6日　全国高速自動車道市議会協議会　第52回定期総会
9日　議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会
12日　全国市議会議長会　第185回建設運輸委員会
16日　議会運営委員会
17日　議員全員協議会
18日　議会運営委員会
20日　第1回定例会【初日】
　　議員全員協議会、議会だより編集委員会

24日　予算・決算常任委員会（全体会）、議会運営委員会
25日　第1回定例会【2日目】代表質問
26日　第1回定例会【3日目】一般質問
27日　第1回定例会【4日目】一般質問

３月
2日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
3日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
4日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
5日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
6日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
10日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
11日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
12日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
13日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
16日　議会ハラスメント防止対策制度創設特別委員会
23日　予算・決算常任委員会（全体会）
24日　議会運営委員会
25日　第4回定例会【最終日】
　　議員全員協議会
　　総務産業建設常任委員会、民生教育常任委員会
　　予算・決算常任委員会（全体会）

議会の傍聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、代表・一般質問、閉会日の本会議の
模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/
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環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

常
に
学
び
市
政
に
生
か
す
議
員
研
修

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
制
度
創
設

特
別
委
員
会

長浜・米原市議会連絡協議会議員合同研修
  広報・広聴のあり方と事業評価

米原市議会議員研修
  ハラスメント防止制度創設に向けて

ハラスメント防止に係る制度の創設に向けて議論を重ねる

　１月16日に、長浜・米原市議会連絡協議会で議員合同研修を開催しました。
大正大学地域創生学部公共政策学科教授の江藤俊昭氏をお招きし「広報広聴のあ
り方と市議会における事業評価について」と題し、講演をしていただきました。
　江藤氏からは住民参加が基本となる新しい広報・広聴の在り方や、政策サイク
ルの手法などを、先進的に取り組んでいる地方議会の取り組みを紹介しながら、
具体的に解説していただきました。
　講演いただいきました内容を、今後の議会改革に活用していきます。

　１月27日に、米原市議会議員研修を開催しました。今回の研修では、ハラスメ
ント法制に係る第一人者で、元人事院公務員研修所主任教授の高嶋直人氏をお招
きし「ハラスメント根絶に向けた議員の意識改革」と題し、講演をしていただきま
した。
　講演ではハラスメントの基礎知識から、全国の
地方議会での法制定の状況など、幅広い内容を解
説していただきました。
　ハラスメント防止に係る制度を創設に向けて、
議員一同理解を深めることができました。

　１月15日、２月９日、３月16日の３回にわたり、議会ハラスメント防止対策制
度創設特別委員会を開催しました。
　委員会では、ハラスメントの定義や対象者、再発防止を含む予防策の検討や、相
談窓口の設置、事案発生時における対応手法などについて議論を重ねています。
　今後は、ハラスメントを起こさないという強い決意の下、実行性のあるものに
するため、条例の制定に向けて取り組んでまいります。

研修の様子


